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筆算につなげる

話すときの視点

お互いに説明して比較検討し、より良い考えにしていく

【実践 小学校３年 かけ算の筆算】

『おたすけツール』

十の位の１は、

１０で、それが三つ
分だから、３０だ。

ここは数字が反
対になってるね。

どっちが
いいのかな。

３桁×１桁も、前に習っ
た２桁のやり方と同じよ
うにやればできます。位ごとに分けて、

かけられる数の

九九で計算すれば
答えが出ます。 そうだね。

算数科において自分の考えを表現できる児童の育成
～おたすけツールを用いた自力解決と、交流活動の工夫を通して～

既習事項で解決に用いられる手
段を提示する

【児童の実態】
自分の考えを相手に伝わるように説明することが苦手
一言も発言しないで授業を終える児童がいる

【目指す児童像】
自分の考えを表現できる児童

① 同じツールで考えた
児童同士の小集団解決

② まとめの場面での
ペアによる振り返り

特別研修員 算数・数学 佐藤玲子（小学校教諭）

【成果】
○『おたすけツール』を使うことで、普段なかなか方法が思
いつかない児童も、自分の考えを持ち表現できた。

○同じ考えの児童同士で交流を行うことで、確認、補充がで
き考えが深まった。

○ペアでの振り返りのときに、学んだことを自分の言葉で言
える児童が増えた。

【課題】
○系統的な指導に役立てるために、各学年の教科書に掲
載されている図・表を基にしながら、『おたすけツール』を
作成していく必要がある。

○小集団での交流で、さらに考えを深めるために、理由を
付けて説明したり、より多くの児童と交流を持てたりする
ようにしていくと良い。

ブロックを使って、量感も養う

手立て １
『おたすけツール』
を用いた自力解決

手立て２
交流活動の工夫

一の位は、
１が三つ。

それが、三つ分
だから９だよ。

ここが同じだね。


